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草津小学校新一年生のみなさん、入学おめでとうございます。草津小学校新一年生のみなさん、入学おめでとうございます。

　この日が待ち遠しかったね！　この日が待ち遠しかったね！
　　　みんな、元気に登校してね！　　　みんな、元気に登校してね！

◆福祉と観光が両立する草津町をめざして◆福祉と観光が両立する草津町をめざして
　平成26年度当初予算　平成26年度当初予算
　　当初予算のあらまし、新年度の主な事業を紹介します　　当初予算のあらまし、新年度の主な事業を紹介します

 ◆ ◆防災行政用メール配信サービスをご利用ください防災行政用メール配信サービスをご利用ください
 　 　防災無線と同様の内容をお手持ちの携帯電話等に配信します防災無線と同様の内容をお手持ちの携帯電話等に配信します

  ◆こんにちは、図書館です㉕  ◆こんにちは、図書館です㉕
  　お湯はとても熱かった⁉ 熱の湯の歴史  　お湯はとても熱かった⁉ 熱の湯の歴史



高齢者や児童福祉などに

119,210円
（112,465円）

高齢者や児童福祉などに

119,210円
（112,465円）

借金返済に

38,613円
（41,941円）

借金返済に

38,613円
（41,941円）

道路・公園整備など

97,465円
（105,664円）

道路・公園整備など

97,465円
（105,664円）

学校・公民館・図書館などに

55,712円
（60,893円）

学校・公民館・図書館などに

55,712円
（60,893円）

観光・商工振興などに

31,238円
（27,627円）

観光・商工振興などに

31,238円
（27,627円）

その他（総務・議会関連などに）

97,361円
（91,211円）

その他（総務・議会関連などに）

97,361円
（91,211円）

農林業施策などに

3,296円
（3,092円）

農林業施策などに

3,296円
（3,092円）

消防・救急活動などに

38,594円
（22,367円）

消防・救急活動などに

38,594円
（22,367円）

病気予防・ごみ処理などに

59,038円
（58,220円）

病気予防・ごみ処理などに

59,038円
（58,220円）

福祉と観光が両立する草津町
 平成26年度当初予算 

　このほど行われた草津町議会３月定例会において、草津町の平成26年度予算の審議が行われ、一般会計と５つの
特別会計（国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、公共下水道、前口簡易水道）及び３つの企業会計（水道事業、
温泉温水供給事業、千客万来事業）の当初予算が議決されました。
　一般会計を含むすべての会計予算総額は、対前年度比2.93％増の6,692,947千円となりました。

一般会計　3,717,204千円（対前年度比2.47％増）

特別会計　1,970,438千円（対前年度比3.37％増）
企業会計　1,005,305千円（対前年度比3.81％増）

全 会 計　6,692,947千円（対前年度比2.93％増）

新
年
度
予
算
の
概
要

　

平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算
は
、「
町
民
全
員
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実

行
を
す
べ
く
、「
福
祉
と
観
光
が
両
立
す
る
草
津
町
」

を
基
本
姿
勢
に
取
り
組
み
、「
住
み
や
す
い
草
津

町
」、「
お
客
様
に
愛
さ
れ
る
草
津
町
」
の
実
現
に

向
け
、
財
政
健
全
化
を
念
頭
に
い
れ
な
が
ら
、
投

資
的
経
費
を
積
極
的
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

①
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
進
め
て
い
る
「
湯
源
湯

路
街
事
業
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
「
熱
の
湯
」
の

建
て
替
え
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、
西
の
河
原
公

園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
引
き
続
き
実
施
し
、
魅
力

あ
る
街
な
み
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
推
進
し
ま
す

　

各
福
祉
関
係
団
体
へ
の
補
助
、
高
齢
者
支
援
施

策
で
あ
る
巡
回
バ
ス
運
営
費
な
ど
の
充
実
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
教
育
に
お
い
て
は
、
教
職
員
免
許

を
有
す
る
人
材
（
マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

を
各
学
校
に
配
置
し
、
個
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

学
習
指
導
を
推
進
し
ま
す
。

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
融
雪
事
業
・
道
路
改
良
な
ど
を
充

実
す
る
と
共
に
、「
西
部
消
防
署
建
設
事
業
」
や

「
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業
」
な
ど

防
災
施
設
に
か
か
る
経
費
の
ほ
か
、「
防
犯
カ
メ
ラ

の
新
設
」
等
、
町
民
に
密
接
に
関
わ
る
部
分
に
必

要
な
予
算
計
上
を
行
い
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

一般会計 町民１人当たりの予算

540,527円（523,480円）
１世帯当たりの予算

1,086,267円（1,063,846円）
平成26年３月１日現在人口……6,877人　　平成26年３月１日現在世帯……3,422人　　（　　）内前年度額
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平成26年度 平成25年度 増 減 額
総　　　額 3,717,204 3,627,716 89,488

町税 1,888,511 1,918,163 ▲29,652
町債 472,800 386,200 86,600
地方交付税 370,001 370,000 1
国庫支出金 248,995 278,438 ▲29,443
繰入金 161,098 116,098 45,000
県支出金 153,034 168,425 ▲15,391
その他 422,765 390,392 32,373
●町税では、町民税など所得の伸びが見込めないことから、前年度比1.55％の減額を
見込んでいます。

●町債では、湯源湯路街事業のほか、防災施設整備事業の財源対策を見込んでいます。
●国庫支出金では、湯源湯路街事業が最終年度を迎えることから、社会資本整備総合
交付金が大きく減少し、減額を見込んでいます。

平成26年度 平成25年度 増 減 額
総　　　額 3,717,204 3,627,716 89,488

民生費 819,806 779,382 40,424
土木費 670,268 732,254 ▲61,986
総務費 559,209 537,854 21,355
衛生費 406,002 403,461 2,541
教育費 383,129 421,985 ▲38,856
公債費 265,541 290,653 ▲25,112
消防費 265,415 155,002 110,413
その他 347,834 307,125 40,709
●民生費では、臨時福祉給付金、子育て世帯特例給付金への対応のための予算計上に
より増額を見込んでいます。

●土木費では、26年度事業で予定していた社会資本整備総合交付金事業の一部を25年
度に前倒したことによる減額を見込んでいます。

●教育費では、26年度事業で予定していた小学校体育館改修事業を前倒ししたことに
よる減額を見込んでいます。

●消防費では、防災施設整備事業など大型事業を予定していることから増額を見込ん
でいます。

平成26年度 平成25年度 増 減 額
総　　　額 3,717,204 3,627,716 89,488

人件費 920,803 948,671 ▲27,868
物件費 831,304 803,628 27,676
普通建設事業費 567,593 499,712 67,881
補助費 534,147 515,386 18,761
扶助費 292,046 261,009 31,037
公債費 265,541 290,653 ▲25,112
繰出金 215,521 228,967 ▲13,446
その他 90,249 79,690 10,559
●物件費では、昨年度に大規模な火葬場の改修工事を実施し、新しい施設となったこ
とから、火葬場運営経費の増額を見込んでいます。

●普通建設事業費では、湯源湯路街事業のほか、防災施設整備事業など大型事業を予
定しているため、増額を見込んでいます。

●補助費では、西部消防署建設事業にかかる吾妻広域町村圏振興整備組合の負担金の
増額を見込んでいます。

●扶助費では、新たな給付金事業（臨時福祉給付金等）のための増額を見込んでいます。

国庫支出金
6.7％

町債
12.7％
町債
12.7％

町税
50.8％
町税
50.8％地方交付税

10.0％
地方交付税
10.0％

繰入金
4.3％

県支出金
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その他
11.4％
その他
11.4％

土木費
18.0％

歳 入

民生費
22.1％

総務費
15.1％

衛生費
10.9％

消防費
7.1％

人件費
24.8％

物件費
22.3％

普通建設
事業費
15.2％

補助費
14.4％

歳　入

歳　出　目的別構成比

歳　出　性質別構成比

単位：千円

町債
12.7％

町税
50.8％地方交付税

10.0％

その他
11.4％

土木費
18.0％
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総務費
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衛生費
10.9％

公債費
7.1％

消防費
7.1％
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24.8％
人件費
24.8％
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扶助費
7.9％
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繰出金
5.8％

その他
2.5％
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草津町では子育て世帯の経済的負担軽減を行うとともに、
高齢者が安心して暮らせる取り組みをしています。

   　439,799千円

福祉・教育・健康事業
427,772千円

主な事業はこちら主な事業はこちら

　草津町では、中学三年生までの医療費を助成するこ
とで、子育て世帯の経済的負担を軽減しています。また、
小児インフルエンザ予防や妊婦健診など医療経費の助
成を始め、学校給食費では３分の１を町費にて負担し、
子育て環境の充実を図る取り組みをしています。

子育て支援事業
　草津町では、高齢者支援施策として、町内巡回バス
の運営経費や、介護予防・地域支え合い事業（介護タ
クシー、配食サービス）などの費用の他、ひとり暮ら
し高齢者の緊急通報装置「あんしん電話設置」に要す
る事業経費を継続計上し、高齢者が安心して暮らせる
取り組みをしています。

高齢者支援事業

　介護予防の手助けとなる「にっこり健診」事業や、
若年層・中高年層の成人病予防などをはかる「はつら
つ健診」事業など、健康の保持・増進を目的とした事
業を計上しています。また町民の生涯を通じた健康を
考える食育事業、肥満予防対策などにも取り組んでい
きます。

町民健康づくり事業
　子どもたちを取り巻く環境が大きく変化する中で、
一人ひとりの個性・成長に合わせた教育指導が必要と
されています。本年度は、特別支援教育支援員を増員し、
また教職員免許を有する人材（マイタウンティー
チャー）を各学校に配置することで、個に応じたきめ
細かな教育指導を推進します。

特別支援教育の充実・学力向上

　防災行政無線のデジタル化が国の方針となったこと　防災行政無線のデジタル化が国の方針となったこと
を受け、草津町の防災行政無線親局をデジタル波・アを受け、草津町の防災行政無線親局をデジタル波・ア
ナログ波の両用にする工事です。各地区に設置されてナログ波の両用にする工事です。各地区に設置されて
いる子局についてはまだアナログ波のみの対応となっいる子局についてはまだアナログ波のみの対応となっ
ているため、デジタル化しつつ、アナログ波にも対応ているため、デジタル化しつつ、アナログ波にも対応
できるものに改修します。（子局については今後計画的できるものに改修します。（子局については今後計画的
に順次デジタル化する予定です。）に順次デジタル化する予定です。）

防災行政無線親局デジタル化

　融雪化事業につきましては、これまでも冬季におけ　融雪化事業につきましては、これまでも冬季におけ
る主要道路等の凍結防止と安全性の確保を目的に進める主要道路等の凍結防止と安全性の確保を目的に進め
てまいりましたが、本年度においては、特に歩行者にてまいりましたが、本年度においては、特に歩行者に
やさしい環境整備といたしまして、歩道の融雪を重点やさしい環境整備といたしまして、歩道の融雪を重点
に進めてまいります。に進めてまいります。

町道歩道融雪化事業
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新生「熱の湯」
「和の温緒情緒」を創るために町民と協力しながらすすめる
事業です。

町内活性化・観光事業
487,900千円

安全・安心・環境事業       

新年度の新規・拡充事業新規・拡充事業

　平成24年度より実施している湯源湯路街事業、「御座
乃湯」「湯路広場」と整備を進めて参りましたが、最終
年を迎える本年度は「熱の湯」の建て替えに着手します。
これにより、湯畑周辺の景観は、昔ながらの情緒あふ
れる街なみを再現、訪れる人々が本物の温泉を味わえ
るようになります。

湯源湯路街事業
　湯畑と並ぶ草津町の景勝地である西の河原公園です
が、平成25年度より再整備を進め、本年度は歩道の融
雪工事を行います。町民・お客様が、冬でも「そぞろ
歩き」できる公園にすることで、湯畑・西の河原間の
にぎわいが増し、草津町の「目抜き通り」がより活性
化されます。

西の河原公園歩道融雪事業

　経済の高度成長により統一感が失われつつある草津
町の温泉街としての「まちなみ・風情」を、町民と協
力しながら進める事業です。「和の温泉情緒」を醸す街
なみを創るために、趣ある軒先への改修、周囲の景観
に溶け込む色調への塗替え等の費用について、助成を
行います。

街なみ環境整備修景助成事業
　旅行会社などが選ぶ「にっぽんの温泉100選」にお
いて、草津町が『11年連続１位』という栄えある賞を
戴くことができたのは、温泉の魅力だけでなく、町民
の皆様一人ひとりが、「おもてなし」の心をもって、お
客様を迎え入れているからです。本年度も、草津町の
温泉・観光地としての魅力を世界中にアピールするた
めの、経費を計上しました。

観光宣伝・誘客推進活動事業

　現在の吾妻広域西部消防署は、建設以来40数年が経
過し、施設の老朽化や耐震性能が低く、新庁舎整備の
緊急性が極めて高い状況にあります。人命を救助する
側の消防署職員の安全確保はもとより、町民の皆様や
訪れるお客様の生命・財産を守ることを第一に考え、
本年度、草津運動茶屋公園道の駅の一角に消防庁舎の
建設を行います。

西部消防署建設事業

　安全・安心な教育環境の実現が第一の目的ですが、
災害時には避難所として利用されることが想定される
小学校・中学校の施設を更新・改修します。特に小学
校体育館の耐震・大規模改修は、児童・町民の安全・
安心を確保する上で必要不可欠な事業となります。

小中学校施設改修更新事業
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◎草津町内を対象とした防災気象情報、道路情報、防犯情報等を主に配信します

防災行政用メール
　　　　配信サービスをご利用ください

登録は24時間いつでも可能です。
登録お待ちしています。

　草津町では、防災無線放送と同様の内容を無料で、お手持ちの携帯
電話やパソコンに配信するサービスを行っています。このサービスは
草津町に在住や在勤、在学を問わず、どなたでもご利用いただけます。
　災害時の情報収集に大変役立つものですので、どうぞお早めにご登
録ください。

多くのみなさまにご活用いただくことが可能です
・地形的な問題等で防災行政無線が聞き取りにくい方

・防災行政無線の放送を聞き逃した方

・耳の不自由な方

・草津町外にお住まいの方

・外出先でも草津町の情報をすぐに確認したい方

上記のみなさまの情報収集に大変有効です

◆問い合わせ先：草津町役場　総務課　℡８８－０００１

登録方法
①　携帯電話またはパソコンから登録専用アドレスへ空メールを送信します

　　登録専用アドレス　☞　kusatsu.ml_add@e-park.ne.jp
②　上記①の作業後に登録確認メールが届きます

　　お手持ちの携帯電話の設定により、登録確認メールが届かない場合があります

　　 事前にkusatsu@e-park.ne.jp　からのメール受信が可能な状態に設定し
てください

③　登録完了後は、草津町役場から防犯・災害情報が送信されます

配信停止方法
　下記の配信停止専用アドレスへ空メールを送信します

　kusatsu.ml_del@e-park.ne.jp 
　※配信されるメール本文にも停止方法が記載されています

個人情報管理について
　登録いただいたメールアドレスについては、厳重な管理のもと運用を行います

ご注意
　登録は無料ですが、通信費用は登録者の負担となります

　 このメールは防災行政情報の配信のみを目的としていますので、登録者から草津

町役場へのメール本文送信は受付できません

 携帯電話専用QRコード

大
切
な
情
報
を

　

身
近
な
と
こ
ろ
で

　
　

メ
ー
ル
で
確
認
！
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草津小学校・草津中学校教職員異動のお知らせ
　次のとおり、草津小学校・草津中学校の教職員に異動がありましたので、お知らせいたします。。

区
分

転　　　　　入 転　　　　　出
職　名 氏　　　名 前　任　地 職　名 氏　　　名 転　出　先

草　

津　

小　

学　

校

教　　頭 中　澤　昌　宏 六合中　昇任 教　　頭 松　本　　　聡 高山小へ
教　　諭 黒　岩　洋　一 岩島小 教　　諭 石　塚　博　文 嬬恋東部小へ
教　　諭 須　賀　紀　江 長東中 教　　諭 井　出　織　江 東吾妻岩島中へ
教　　諭 中　里　早　織 大間々東中 教　　諭 岡　村　朋　也 高崎吉井西小へ
教　　諭 佐　藤　美　子 沢田小 教　　諭 田　中　絵　美 吉岡町明治小へ
地 公 臨 松　本　美恵子 採　用 地 公 臨 松　本　美恵子 任用期間満了
地 公 臨 市　川　健　太 採　用 地 公 臨 市　川　健　太 任用期間満了
地 公 臨 岡　田　実　姫 採　用 地 公 臨 竹　渕　友　美 任用期間満了
育休補助 品　田　明　信 採　用 育休補助 岩　瀧　建　樹 任用期間満了
育休補助 石　下　直　樹 採　用 育休補助 小　林　祥　太 任用期間満了

草
津
中
学
校

校　　長 中　島　　　透 ぐんま天文台　昇任 校　　長 市　村　隆　宏 長東中へ
教　　諭 竹　渕　深　山 嬬恋中 教　　諭 清　水　一　夫 中之条中へ
教　　諭 日　野　響　子 岩島中 教　　諭 山　西　　　充 前橋富士見中へ
教　　諭 佐々木　　　厳 前橋大胡中 教　　諭 山　口　和　克 東吾妻太田中へ
教　　諭 高　坂　雄　貴 前橋粕川小 教　　諭 佐　藤　恵　子 中之条中へ
地 公 臨 唐　澤　　　剛 採　用 教　　諭 黒　岩　功　太 東吾妻原町小へ
事　　務 本　多　昭　司 岩島小 教　　諭 柴　崎　俊　哉 置籍ダッカ日本人学校

事　　務 中　澤　修　二 沼田西中へ

ぴかぴかの新１年生に
黄色いワッペン贈呈式

　４月４日、長野原警察署において「黄色いワッペン贈呈式」
が行われました。
　西吾妻地区３町村から出席した、この春に新１年生となる代
表３名へ長野原警察署長から黄色いワッペンが贈呈されました。
　草津町からは萬代果穂さんが代表として出席し、小学校入学
後の交通安全を誓いました。

真新しいランドセルにウキウキ
草津小学校の新１年生

萬
ばん

代
だい

果
か

穂
ほ

さん
もうすぐ通学路を歩くけれど、車には気をつけて
学校に行きます。幼稚園で教わった、道路の歩き方
も忘れずにしっかり通学したいです。

春の全国交通安全運動　実施中！春の全国交通安全運動　実施中！　　－事故のない　群馬はあなたの　注意から－－事故のない　群馬はあなたの　注意から－

　群馬交響楽団の定期演奏会（高崎市や前橋市で
行われる演奏会）の入場予約券を、町民のみなさま
でご希望の方に役場観光課にて配布いたします。
　ご希望の方は下記の注意事項をご一読のうえ、
役場観光課までご連絡ください。
※数に限りがございますので、お一人様２枚まで
とさせていただきます。

〈注意事項〉
♪入場予約券は来年３月までの群響公演の中から、お好きな公演を１回申
し込むことができますが、その際は群馬交響楽団に電話予約が必要です

♪ご希望の演奏会や日程に添えないこともありますのでご了承ください
♪費用はかかりませんが、会場までの交通費等は個人負担です
♪座種・席番号はお選びいただけません
♪他人に譲渡したり換金したりはしないでください
♪紛失や亡失しても再発行はできません

♬問い合わせ先：観光課　TEL.88－7188

群馬交響楽団の演奏を鑑賞しませんか？群馬交響楽団の演奏を鑑賞しませんか？群馬交響楽団の演奏を鑑賞しませんか？群馬交響楽団の演奏を鑑賞しませんか？
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　平成23年10月から旅券（パスポート）の申請・交付は草津町役場で行っています。

　草津町に住民登録している人は原則として草津町役場住民課のパスポート窓口以外では手続きができま

せんのでご注意ください。

　海外旅行を計画されている方は、お早めに申請いただきますよう併せてお願い致します。

■受付窓口　役場２階　住民課

■取扱日時　平日午前９時～午後４時30分

■申請の手続き　申請ができる人は次のとおりです

　・本人

　・法定代理人

　・申請者により委任された人

　　※申請内容によっては、本人のみの申請となる場合があります

　　※旅券（パスポート）の申請には申請内容や必要書類の確認をするため時間がかかります

■必要な書類

　・一般旅券発給申請書（窓口にあります）　10年用又は５年用

　　※20歳未満（未成年）の人は５年用のみの申請となります

　　※申請書を折り曲げたり汚したりしないでください

　　※ 申請書中の「所持人自署」欄が正しく記入されていない場合は、申請書の書き直しをしていただく

ことがあります

　・戸籍謄本又は戸籍抄本

　　　発行日から６か月以内のもの（本籍地で取得）

　・パスポート用写真１枚

　　（規格外の写真や不適当の写真は撮り直していただく場合があります）

　　※ 写真専門店で撮ってもらうことをおすすめいたします。また写真は申請書に貼らずに持参してくだ

さい

　・本人確認書類

　　日本国旅券、運転免許証、住民基本台帳カード（写真付）等

　・前回取得したパスポート

　　※パスポートをお持ちの方は必ず申請時にお持ちください

■受取方法

　受取日は申請時にご案内いたします。

　受取には引換書と手数料をご用意の上、必ず本人がお越しください。

旅券の種類 収入印紙 群馬県証紙 合計

10年用 （20歳以上） 14,000円 2,000円 16,000円

５年用 （12歳以上） 9,000円 2,000円 11,000円

５年用 （12歳未満） 4,000円 2,000円 6,000円

問い合わせ先：草津町役場住民課　TEL.88-7192

旅券（パスポート）の申請・交付のご案内旅
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　平素より草津町上下水道事業につきましてご理解、ご協力をいただきましてありがとう

ございます。

　ご承知のとおり４月１日より消費税率が５％から８％に改正されることに伴いまして、

上下水道料金も「４月使用分」から下記の料金表をもとに算出した額に消費税８％を加算

した料金となりますので、ご理解をいただきたくお知らせいたします。

記

□水道料金（1ヶ月につき税抜き価格）

用　途 　口径別 基本水量 基本料金
使用料金
（1㎥当り）

一般用

13ミリ 10㎥ 540円

75円

20ミリ 10㎥ 563円

25ミリ 40㎥ 2,010円

30ミリ 50㎥ 2,560円

40ミリ 50㎥ 2,596円

50ミリ 100㎥ 6,606円

75ミリ 200㎥ 11,719円

100ミリ 300㎥ 17,002円

150ミリ 300㎥ 17,922円

※計算例　　１ヶ月に18㎥ 使用した場合（口径13ミリ）

　　　　　　基本料金　   10㎥＝540円

　　　　　　使用料金　（18㎥－10㎥）×75円＝600円

　　　　　　水道料金 ＝（540円＋600円）×８％＝1,231円

□下水道料金（1ヶ月につき税抜き価格）

下水道使用料＝水道使用料＋温水使用料

基本料金 10㎥まで　 400円

超過料金 10㎥を超える１㎥につき 84円

※計算例　　1ヶ月に水道18㎥、温水10㎥使用し合計28㎥ 使用した場合

　　　　　　基本使用料　10㎥＝400円

　　　　　　超過料金　（28㎥－10㎥）×84円＝1,512円

　　　　　　下水道料金 ＝（400円＋1,512円）×８％＝2,064円

※計算方法等、ご不明なことがありましたら下記までご連絡ください。

問い合わせ先：上下水道課　TEL.88－7183

―みなさまのご理解とご協力をお願いいたします―

消費税率改正に伴う　　　
　　　上下水道料金のおしらせ
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　厚生労働省が楽泉園に隣接して建設していた「重監

房資料館」の建物がほぼ完成し、今月中にオープンす

る運びとなりました（一般公開の開始日が決まり次第、

回覧チラシ等でおしらせいたします)。

　この新しい資料館には重監房とハンセン病問題に関

する資料の収集・保存と調査・研究を行い、その成果

を展示発表することにより、人の命の大切さを学び、

広くハンセン病問題への理解を促し、ハンセン病をめ

ぐる偏見や差別の排除と解消を目指す役割を担う拠点

となります。

　重監房とは、かつて楽泉園の敷地内にあった「特別

病室」の通称です。重監房については、本誌2013年

９月号の「こんにちは、図書館です－草津を知る・シ

リーズ⑳」でも詳しく解説されていましたが、病室と

は名ばかりで事実上「患者を重罰に処すための監房」

として使用されていました。昭和13（1938）年の建設

から昭和22（1947）年まで使われており、このおよそ

９年間に特に反抗的とされた延べ93名のハンセン病

患者が入室と称して収監され、そのうち23名が亡く

なったといわれています。収監は正式な裁判によるも

のではなく、収監されたハンセン病患者の人権は無視

されていました。60年以上を経た現在、この建物は

基礎部分を残すのみとなっています。

　重監房の収監に関しては、その運用や手続きなど未

だに不明な点が多くあります。重監房資料館では、残

された建物の基礎部分を大切に保存するとともに、そ

の一部を原寸大で再現し、発掘調査で出土した遺物や

当時を知る入所者の方々の証言映像等貴重な資料を展

示・公開し、あわせてハンセン病隔離政策の負の遺産

を後世に伝えるために必要な調査・研究が行われま

す。

〒

案内図 至  白根山・志賀高原 【所在地】
群馬県吾妻郡草津町草津白根 464-1533
TEL.0279-88-1550　FAX.0279-88-1553
URL:http://sjpm.hansen-dis.jp/

至  中之条
（旧 六合村）

重監房
資料館至  長野原・軽井沢

天狗山
大滝乃湯

湯畑

郵便局郵便局
コンビニ

国立療養所
栗生楽泉園

草津温泉
バスターミナル
草津温泉
バスターミナル

一
　

方

　
　

通

　
　
　

行

一
　

方

　
　

通

　
　
　

行 重監房資料館
　草津温泉バスターミナルより
　タクシー約７分・または徒歩約30分

栗生楽泉園内に、ハンセン病をめぐる偏見や差別の排除と

解消を目指す役割を担う施設が誕生します

重監房資料館
４月30日水　開館

問い合わせ先：重監房資料館　TEL.88－1550
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　平成26年４月１日をもちまして、次のとおり人事異動を行いましたのでおしらせします。

　この人事をもちまして、より一層の草津町の発展を目指します。従前にまして皆様のご指導、ご鞭撻を賜ります

ようお願い申し上げます。

草津町役場人事異動のおしらせ

氏　　　名 異　　動　　後　　職　　名 異　　動　　前　　職　　名 備　　考

部　　長
三 浦 正 欽

愛町部長・（兼務）行財政改革推進
室長

愛町部住民課課長
異動昇格
兼　　務

長 井 英 二
愛町部付き部長
株式会社草津観光公社へ出向

愛町部企画創造課課長 異動昇格

課　　長

吉 田 秀 男 愛町部企画創造課課長 愛町部温泉課課長 異　　動

古 畑 千 秋 愛町部住民課課長 愛町部生活環境課課長 異　　動

根 岸 康 介 愛町部生活環境課課長 会計課課長補佐 異動昇格

中 澤 好 一 愛町部温泉課課長 愛町部総務課課長補佐 異動昇格

課長補佐

湯 本 徳 幸 愛町部上下水道課課長補佐 愛町部温泉課課長補佐 異　　動

黒岩由紀夫 会計課課長補佐 愛町部上下水道課課長補佐 異　　動

寺 島 敦 子 会計課課長補佐 会計課係長 昇　　格

篠 原 　 勲 教育委員会事務局課長補佐 上下水道課係長 異動昇格

係　　長

磯 野 孝 之 愛町部総務課係長 愛町部税務課係長 異　　動

熊 川 一 記 愛町部税務課係長 愛町部住民課係長 異　　動

湯本さゆり 愛町部税務課係長 愛町部税務課主査 昇　　格

関 　 　 亘 愛町部観光課係長 教育委員会事務局係長 異　　動

山 口 貴 行 愛町部住民課係長 愛町部土木課係長 異　　動

吉 澤 和 子 愛町部福祉課係長 教育委員会事務局係長 異　　動

山 口 　 誠 愛町部生活環境課係長 愛町部上下水道課係長 異　　動

山 口 智 栄 教育委員会事務局係長 愛町部総務課係長 異　　動

主　　査
白 鳥 千 春 愛町部健康推進課主査 愛町部健康推進課主任 昇　　格

石 井 辰 哉 愛町部上下水道課主査 愛町部生活環境課主査 異　　動

主　　任
武 藤 亮 佑 愛町部企画創造課主任 愛町部温泉課主任（群馬県へ派遣）

派遣解除
異　　動

奈良美希子 会計課主任 愛町部総務課主任 異　　動

主　　事

井 口 裕 子 愛町部総務課主事 愛町部総務課主事（群馬県へ派遣） 派遣解除

村 田 浩 一 愛町部総務課主事 愛町部税務課主事 異　　動

長 野 隼 人 群馬県職員 愛町部観光課主事
県からの
派遣解除

再 任 用
高 原 　 稔 愛町部住民課 愛町部長

定年退職
再 任 用

宮 﨑 治 子 愛町部住民課 愛町部福祉課課長補佐
定年退職
再 任 用

退　　職

高 原 　 稔 愛町部長・行財政改革推進室長 定年退職

宮 﨑 治 子 愛町部福祉課課長補佐 定年退職

干 川 久 夫 愛町部上下水道課課長補佐 依願退職

土 屋 妙 子 愛町部企画創造課課長補佐 依願退職

大 熊 高 広 愛町部総務課主任 依願退職
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相
談
内
容

　

多
重
債
務
、
遺
言
・
相
続
、
成
年

後
見
、
離
婚
問
題
ほ
か

◆
相
談
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
の
で
、

相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

予
め
相
談
・
質
問
内
容
を
整
理
し

て
く
だ
さ
い
。

・
相
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合

や
、
相
談
時
間
に
間
に
合
い
そ
う

に
な
い
場
合
に
は
必
ず
草
津
町
役

場
総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
20
日
（
金
）

　

14
時
〜
17
時

◆
場
所　

草
津
町
役
場
４
階

　

第
２
委
員
会
室

◆
相
談
時
間　

一
人　

30
分

◆
予
約
方
法　

草
津
町
役
場
総
務
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※
予
約
は
前
日
ま
で
受
付
し
ま
す
が

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
は
終
了

し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　

℡  
８
８
・
０
０
０
１

　

架
空
・
不
当
請
求
や
し
つ
こ
い
電

話
勧
誘
、
強
引
な
訪
問
販
売
な
ど
悪

質
商
法
の
被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
、
品
質
な
ど

の
悩
み
や
疑
問
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
、
問
題
解
決
の
た
め
の
助
言

や
情
報
提
供
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
日
・
時
間

・
月
〜
金
曜
日

　

９
時
〜
17
時

・
土
・
日
曜
日

　

９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

※
祝
日
を
除
く

◆
費
用　

無
料

◆
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

※
土
・
日
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

◆
相
談
先

吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

群
馬
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

吾
妻
郡
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

℡  
０
２
７
９
・
７
５
・
１
１
６
６

　

群
馬
県
庁
消
費
生
活
課

　

℡  
０
２
７
・
２
２
６
・
２
２
８
１

お
知
ら
せ

In
fo
rm
atio
n

いじめ問題の相談に応じます。 群馬県総合教育センター　いじめ対策室「いじめ相談電話」
TEL.0120－889－756、携帯電話からの場合TEL.0270－26－9200

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

草
津
町
無
料
法
律
相
談
会
開
催

【
要
予
約
制
】

自動車税は６月２日（月）までに忘れずに！
◆自動車税はコンビニエンスストアで納税できます
　Automobile taxes are payable at convenience stores.
　O Imposto sobre Veículos pode ser pago nas lojas de Conveniência.
　El Impuesto de Automovil puede abonar en las casas de conveniencias
汽车税可以在方便店缴纳

※ご注意：軽自動車税は市町村税です。納税場所は市役所・町村役場税務担当課へお尋ねください。

◆問い合わせ先
　吾妻行政県税事務所　　　　TEL.0279－75－3300
　又は群馬県自動車税事務所　TEL.027－263－4343

※継続検査用、構造等変更検査用の納税証明書について
　自動車を譲渡する場合には納税証明書も一緒に渡し、自動車を譲り受ける
場合には納税証明書も一緒に受け取りましょう。

草津町広報誌「いでゆ」は
　　　　　　　毎月第２金曜日の発行です

　町の情報や話題を提供するのが「広報いでゆ」です。
　回覧等と一緒に各家庭へ配布します。
　役場総務課と町立図書館にバックナンバーが
ございますので、ご覧になりたい方はお声がけください。

納期限までに納めてね！
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平
成
26
年
４
月
１
日
に
「
年
金
機

能
強
化
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
年
金
給
付
に
関
す
る
改
正

事
項
を
改
め
て
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

◆
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

・
こ
れ
ま
で
は
…

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方
が

亡
く
な
っ
た
場
合
は
、
亡
く
な
っ
た

方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
「
子
の
あ
る
妻
」
ま
た
は
「
子
」

に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

・
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
…

　

国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
た
妻

が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
「
子
の
あ
る

夫
」
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
の
死
亡

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
手
続
き
方
法
は
…

　

お
住
ま
い
の
市
（
区
）
役
所
・
町

村
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る

　

遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

・
こ
れ
ま
で
は
…

　

未
支
給
年
金
（
亡
く
な
っ
た
方
が

受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
未
払
い

の
年
金
）
を
受
け
取
る
こ
と
の
で
き

る
遺
族
の
範
囲
は
、
亡
く
な
っ
た
方

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
「
配
偶

者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
又
は

兄
弟
姉
妹
」
で
し
た
。

◆
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
…

　

こ
れ
ま
で
の
遺
族
の
範
囲
に
加
え

て
、「
そ
れ
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族

（
甥
・
姪
、
お
じ
・
お
ば
・
子
の
配

偶
者
な
ど
）」
ま
で
広
が
り
ま
す
。

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
の
死
亡

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
手
続
き
方
法
は
…

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
届
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所

　

℡  
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
１
４

・
こ
れ
ま
で
は
…

　

障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
障

害
の
程
度
が
増
進
し
た
場
合
、
そ
の

前
の
障
害
状
態
の
確
認
等
か
ら
１
年

の
待
機
期
間
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば

年
金
額
の
改
定
請
求
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

・
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
…

　

省
令
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
程
度

が
増
進
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る

場
合
に
は
、
１
年
を
待
た
ず
に
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

・
手
続
き
方
法
は
…

　

お
住
ま
い
の
市
（
区
）
役
所
・
町

村
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
に
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に
よ

る
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す

・
こ
れ
ま
で
は
…

　

障
害
の
状
態
（
障
害
厚
生
年
金
の

１
級
か
ら
３
級
に
該
当
す
る
障
害
の

程
度
）
に
あ
る
方
が
請
求
す
る
こ
と

に
よ
り
請
求
月
の
翌
月
か
ら
障
害
者

特
例
（
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金

に
定
額
部
分
が
加
算
）
に
よ
る
支
給

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

・
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
…

　

す
で
に
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る

方
が
請
求
し
た
場
合
、
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
と
き
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特

例
に
よ
る
支
給
が
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

・
手
続
き
方
法
は
…

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
請
求
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

た
場
合
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す

・
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な
っ

て
１
カ
月
以
上
経
過
し
た
場
合
、

世
帯
員（
住
民
票
上
の
世
帯
が
同

一
の
方
）は
所
在
不
明
で
あ
る
旨
の

届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）届
出
後
、生
存
の
事
実
確
認
を

行
い
、確
認
で
き
な
い
場
合
は
年

金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
り
ま
す
。

◆
手
続
き
方
法
は
…

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
届
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所

　

℡  
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
１
４

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方

は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、

ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
、
４
月
始
め
に

再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
引
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

渋
川
年
金
事
務
所

　

℡  
０
２
７
９
・
２
２
・
１
６
１
４

障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が

１
年
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

群馬いのちの電話
死にたい辛さを受け止めます

TEL.027-221-0783　原則9：00～21：30
第2・第4金曜　24時間対応

年
金
機
能
強
化
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

〈新たに未支給年金を受け取れる遺族〉

１親等 子の配偶者・配偶者の父母

２親等
孫の配偶者、兄弟姉妹の配偶者、配偶
者の兄弟姉妹

３親等

曽孫、曽祖父母、曽孫の配偶者、甥・姪、
おじ・おば、甥・姪の配偶者、おじ・
おばの配偶者、配偶者の曽祖父母、配
偶者の甥・姪、配偶者のおじ・おば

【
所
得
の
め
や
す
】

１
１
８
万
円
＋｛
扶
養
親
族
等
の

数
×
38
万
円
｝
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　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射
線測定を週１回ペースで実施しています。
測定場所： 草津町役場庁舎前　地上50cm
測定機器： シンチレーション式環境放射線モニター　　　　
　　　　　 Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です

測定月日 測定値 天　候 測定時刻

３月10日 0.053 雪 午前８時50分

３月17日 0.053 晴れ 午前８時45分

３月24日 0.057 晴れ 午後１時00分

３月31日 0.044 晴れ 午前10時20分

測定結果 マイクロシーベルト毎時測定結果 マイクロシ ベルト毎時

草津町における空間放射線量測定草津町における空間放射線量測定
結果について（最新）結果について（最新）

※ 現在の放射線量は、基準値以内で、健康に影響を与えるレ
ベルではありません。
※ 参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下
　　　　1,000マイクロシーベルト ＝ 1ミリシーベルト
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の放射
線量は、健康に影響を与えるレベルではありません。

　

建
物
の
規
模
や
外
壁
の
色
、
植
え

込
み
と
い
っ
た
景
観
要
素
を
周
辺
と

調
和
さ
せ
る
こ
と
で
、
お
客
様
や
住

民
が
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
草
津
町
で

は
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
町
内
５
地

域
で
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
と

し
て
地
域
住
民
に
よ
る
相
互
協
定
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
５
地
域
を
重
点
景
観
形
成
重

点
区
域
、
そ
の
周
辺
を
景
観
形
成
推

進
区
域
と
設
定
し
景
観
計
画
を
策
定

中
で
す
。
よ
り
よ
い
景
観
を
目
指
す

た
め
「
景
観
ま
ち
づ
く
り
修
景
助
成

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
計

画
段
階
で
も
結
構
で
す
の
で
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
地
域　

湯
畑
、
滝
下
、
中
央

通
り
、
地
蔵
、
西
の
河
原
地
区
の

本
事
業
対
象
区
域

◆
内
容　

修
景
を
目
的
と
し
た
建
物

の
改
修
に
対
し
一
定
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

（
例
）
ガ
ス
、
灯
油
タ
ン
ク
の
隠
蔽
、

建
物
外
壁
改
修
、
看
板
の
改
修
な

ど
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
創
造
課

　

℡  
８
８
・
７
１
９
３

景
観
ま
ち
づ
く
り

修
景
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

人
権
相
談
・
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

人
権
相
談
は
い
じ
め
や
女
性
・
高

齢
者
を
め
ぐ
る
人
権
の
問
題
や
、
家

庭
内
の
問
題
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
行
政
相
談
は
住
民
の
み
な
さ
ま

の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、道
路
、

冬
期
、
年
金
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
苦
情
や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
い
ず
れ
の
相
談
も
予
約
不
要

で
無
料
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

相
談
開
催
日
は
、
３

名
の
委
員
が
待
機
し
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
相
談
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
落
ち

着
い
た
環
境
を
提
供
し

て
お
り
ま
す
。
女
性
の

委
員
も
お
り
ま
す
の
で
、

お
話
し
し
づ
ら
い
案
件

で
も
安
心
し
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
相
談
者
や

相
談
内
容
に
つ
い
て
は

秘
密
を
厳
守
い
た
し
ま

す
。

※
女
性
委
員
に
相
談
希

望
の
場
合
に
は
総
務

課
ま
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

（
問
い
合
わ
せ
は
下

記
を
参
照
）

人
権
擁
護
委
員
に
お
話
し
を

伺
い
ま
し
た

　
「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
守
ら
れ

る
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
そ

の
活
動
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
社
会
で
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る　

い
じ
め
、
虐
待
を
始

め
、
家
族
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
周
囲
に
は
相
談
し
づ
ら
い
こ
と
も

伺
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

相
談
会
場
に
足
を
運
ぶ
に
は
勇
気

が
必
要
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
委
員
が
み
な
さ
ん
の
相

談
を
親
身
に
な
っ
て
伺
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平成26年度　人権相談・行政相談スケジュール
　○４月25日（金） 10：30～14：30
　○５月16日（金） 10：30～14：30
　○６月２日（月） 10：00～15：00

役場４階　第１委員会室にて開催
※予約は不要です。

▽問い合わせ先
　総務課
　TEL.88－0001

{

【写真】左から
人権擁護委員　山口育代委員、浅見昭二委員、行政相談員　山本進一委員

中之条人権擁護委員協議会

中澤幸丸 会長

労働についての相談に対応します ぐんま県民労働相談センター
TEL.0120-54-6010（月～金　8：30-17：15）

私たちが
相談に
応じます！
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草津あおぞら保育園草津あおぞら保育園
誌上体験！探訪

お
別
れ
会

　

年
長
組
が
保
育
園
で
過
ご
す
の
も
あ
と
わ
ず
か
に

な
っ
た
こ
ろ
、
お
別
れ
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
年
長
組
と
な
る
「
り
ん
ご
組
」
が
先
生
と
一
緒

に
司
会
進
行
役
と
な
り
、
開
会
宣
言
。

　

年
長
組
の
み
ん
な
を
エ
ス
コ
ー
ト
し
て
会
場
入
り
す

る
と
い
う
粋
な
は
か
ら
い
で
、
楽
し
く
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
各
ク
ラ
ス

か
ら
は
年
長
児
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
す
。
一
番
小
さ

な
年
齢
の
子
か
ら
は
握
手
や
「
ぎ
ゅ
」
と
抱
き
し
め
る

か
わ
い
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
、
年
中
組
は
ど
こ
ま

で
も
進
ん
で
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
ロ
ケ
ッ
ト
の
ペ
ン
ダ
ン

ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
年
長
組
は
在
園
児
に
お
い
し
い
「
カ

ナ
ッ
ペ
」
の
お
や
つ
を
作
り
ま
し
た
。

　

楽
し
か
っ
た
お
別
れ
会
の
様
子
は
写
真
で
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

卒
園
式
の
当
日

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
卒
園
証
書

を
受
け
取
る
練
習
を
し
ま
し
た
ね
。

　

み
ん
な
が
堂
々
と
卒
園
証
書
を

受
け
取
る
姿
を
見
て
、
保
護
者
の

み
な
さ
ん
は
、
入
園
し
た
と
き
か

ら
現
在
ま
で
の
様
々
な
思
い
を
め

ぐ
ら
せ
て
、
涙
で
い
っ
ぱ
い
の
様

子
で
し
た
。

　

お
別
れ
の
言
葉
も
た
く
さ
ん
練

習
し
ま
し
た
ね
。卒
園
児
か
ら
在
園

す
る
り
ん
ご
組
に
対
す
る
言
葉
で

は
、
そ
の
ほ
ほ
え
ま
し
さ
か
ら
会

場
全
体
が
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
り
ん
ご
さ
ん
、
あ
と
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」、「
ま
か
せ

て
く
だ
さ
い
！
」。
厳
か
な
式
も

和
や
か
な
雰
囲
気
に
変
え
て
く
れ

る
園
児
た
ち
。
あ
お
ぞ
ら
保
育
園

は
こ
の
春
入
園
す
る
お
友
だ
ち
を

加
え
て
平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　３月28日（金）に行われた卒園式では、立派に成長した28人
の年長児たちが巣立っていきました。
　今月は、卒園にまつわるおはなしをみなさんにお届けします。
年長児たちは卒園に向けて、様々な思い出作りを経験しました。
３月の給食献立には、毎日食べていた給食の中から大好きな
メニューを取り入れてもらいました。
　苦手だったサラダ類をリクエストする子もたくさんいました。
また、卒園式に飾る絵をクラス全員で取り組みました。みんな、
保育園での思い出を絵として表現してくれましたね。そして、で
きあがった絵をみると年長児の成長を感じることができました。
　年長児のあいだで「卒園式まであと少しだね」という会話が
聞こえてくる３月の下旬には、入学準備でお世話になった交通
指導員のみなさんや英会話を教えてくれたジョージ先生に感謝
の言葉を伝え、在園のお友達とはお別れ会で楽しかったことを
伝えました。まさに、卒園に向けて気持ちがまっしぐらだった
年長児。
　４月号の「いでゆ」がみなさんのお手元に届く頃には、新一
年生として立派に通学していることでしょう。

年長児が作ったおやつ
おいしそうでしょ？

お別れ会のために
年長児が作ったカ
ナッペ。
みんなでおいしく
食べました。

卒園式の様子。
立派に式に臨む様子を見ると、本当に成長した
ことを感じます。

お別れ会の最後は
在園児と「ありがとう」
の握手をしてしめく
くり。

園長からしっかりと卒園証書を
受けとることができました

卒園おめでとう！
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こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です 草津を知る・シリーズ草津を知る・シリーズ㉕㉕

【
熱
の
湯
に
つ
い
て
】

　

現
在
、
湯
も
み
と
踊
り
の
会
場
と

し
て
、
草
津
の
シ
ン
ボ
ル
湯
畑
の
脇

で
毎
日
の
よ
う
に
草
津
節
が
聞
こ
え
、

夜
に
は
温
泉
落
語
の
楽
し
い
話
が
外

ま
で
聞
こ
え
て
く
る
〈
熱
の
湯
〉。

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
草
津
の
観

光
拠
点
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
54
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
時

間
湯
を
中
心
と
し
た
共
同
浴
場
と
し

て
、
湯
治
を
行
う
人
た
ち
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
熱
の
湯
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

【
古
く
か
ら
あ
る
共
同
浴
場
】

　

熱
の
湯
は
草
津
の
共
同
浴
場
の

中
で
も
、
古
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

宝
暦
５
（
１
７
５
５
）
年
、
琴
橋

堂
巣
雀
子
（
き
ん
き
ょ
う
ど
う
そ

う
じ
ゃ
く
し
）
が
記
し
た
『
草
津

薬
泉
之
記
』
の
中
の
絵
図
面
（
草

津
を
描
い
た
も
の
で
最
も
古
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
）
に
は
「
今
は
ね

つ
の
湯
と
い
う
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
実
は
そ
れ
以
前
に
は
「
か
っ

け
の
湯
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う

で
す
（『
草
津
温
泉
誌　

第
一
巻
』

ｐ
６
９
８
）。
当
時
、
熱
の
湯
の
ほ

か
に
は
、
御
座
の
湯
、
鷲
の
湯
、

綿
の
湯
、
瀧
の
湯
、
地
蔵
の
湯
が

あ
り
ま
し
た
。

　

以
後
、
現
在
ま
で
、
熱
の
湯
は

湯
畑
の
前
で
草
津
の
歴
史
と
と
も

に
歩
ん
で
い
ま
す
。

　

寛
政
７
（
１
７
９
５
）
年
、歌
人
？

の
坂
本
栄
昌
（
さ
か
も
と
え
い
し
ょ

う
）
が
草
津
を
訪
れ
た
際
に
記
し
た

『
旅
の
く
ち
ず
さ
み
』
に
は
「
出
湯
あ

ま
た
あ
る
中
に
も
、
此
の
湯
は
世
に

か
く
れ
な
く
、
し
る
し
も
こ
と
さ
ら

な
り
（
略
）は
ば
六
尺
ば
か
り
に
し
て

な
が
さ
二
間
ほ
ど
、深
さ
二
尺
あ
ま
り
、

こ
れ
へ
い
づ
る
と
脚
気
の
湯
と
い
う
、

人
々
足
を
ひ
た
す
。や
つ
が
れ
（
私
め
）

も
立
ち
寄
り
て
足
を
ひ
た
し
て
見
る

に
、
わ
き
て
熱
き
湯
な
り
、
こ
こ
よ

り
西
の
か
た
十
間
ば
か
り
は
な
れ
て
い

づ
る
を
熱
の
湯
と
い
う
。
こ
れ
も
熱
き

ゆ
へ
に
名
付
け
た
る
か
」　

＊
１
尺
は

約
30
㌢
、
１
間
は
約
１
８
０
㌢

　

草
津
を
訪
れ
た
坂
本
栄
昌
は
、
草

津
は
国
内
で
は
有
名
な
温
泉
地
で
効

能
も
非
常
に
良
い
と
書
き
、
そ
の
あ

と
共
同
浴
場
の
レ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま

す
。
脚
気
の
湯
に
足
を
ひ
た
し
（
脚

気
の
湯
は
今
で
い
う
、
足
湯
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。）

そ
の
後
、
少
し
離
れ
た
熱
の
湯
を
紹

介
。
熱
の
湯
と
い
う
名
称
は
温
泉
が

熱
い
か
ら
名
付
け
た
の
だ
ろ
う
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

　

各
共
同
浴
場
の
名
前
は
い
つ
、
誰

が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
付
け
た
か

は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
熱
の
湯
は

坂
本
栄
昌
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
温

泉
の
温
度
が
と
て
も
熱
か
っ
た
か
ら

名
付
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

文
化
12
（
１
８
１
５
）
年
、
や
ま

と
の
哥
成
（
う
た
な
り
）
と
い
う
人

が
草
津
湯
治
に
訪
れ
『
旅
に
っ
き
』

を
記
し
ま
す
。「
ね
つ
の
湯
に
入
っ

た
。
話
に
き
く
と
こ
の
湯
は
日
に
三

度
も
ね
つ
の
さ
し
ひ
き
が
あ
り
、
あ

つ
き
事
三
度
ぬ
る
き
こ
と
三
度
あ
る

と
い
う
」（『
草
津
温
泉
誌　

第
壱
巻

ｐ
１
０
０
５
』。熱
い
だ
け
で
は
な
く
、

ぬ
る
く
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
が
興
味
深
い
所
で
す
。
た
だ
、
そ

の
ほ
か
の
資
料
に
は
、
熱
の
湯
の
温

度
が
ぬ
る
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
記

述
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

幕
末
期
に
草
津
を
訪
れ
た
国
学
者

の
堀
秀
成（
ほ
り
ひ
で
な
り
）も
著
書

『
草
津
繁
昌
記
』
の
中
で
「
熱
の
湯

は
た
い
へ
ん
熱
い
湯
で
、
普
通
は
手

も
入
れ
ら
れ
ぬ
が
、
病
に
よ
っ
て
は
、

我
慢
し
て
入
る
人
が
多
い
。こ
こ
で
は
、

入
る
に
も
出
る
に
も
皆
が
一
緒
に
す

る
の
で
あ
る
（
略
）
な
か
に
は
、
こ

こ
で
死
ん
で
し
ま
う
者
さ
え
、
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（『
草
津
温
泉

誌　

第
壱
巻
』ｐ
１
０
５
６
）と
記
し
、

さ
ら
に
、
あ
ま
り
の
湯
の
熱
さ
で

「
こ
の
湯
に
入
る
人
の
肌
は
、
か
の

〝
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
〞
の
よ
う
に

見
え
た
り
」
と
も
記
し
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
こ
の
熱
の
湯
は
か
な
り

熱
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
明
治
時
代
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
大
槻
文
彦
（
お
お
つ
き
ふ
み
ひ

こ
）
は
明
治
12
（
１
８
７
９
）
年
の

『
複
軒
旅
日
記
』
の
中
で
「（
熱
の
湯

に
は
）
浴
す
る
時
に
は
数
十
人
揃
い

お湯はとても熱かった！？お湯はとても熱かった！？
熱の湯の歴史熱の湯の歴史

“くさづよいとこ薬のいでゆ”“くさづよいとこ薬のいでゆ”
草津町立草津図書館所蔵の資料から、草津町立草津図書館所蔵の資料から、
温泉とともに歩んだ温泉とともに歩んだ
長い歴史の1ページを今月もめくります。長い歴史の1ページを今月もめくります。
ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどるちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる
旅にでかけませんか？旅にでかけませんか？

【
熱
の
湯
の
名
前
〜
ほ
ん
と
う
に

「
熱
い
温
泉
」
だ
っ
た
の
か
】
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写真①

明治40年代の
看板

写真②

昭和11年の
看板

写真③

年代不明の
看板

て
入
る
。
浴
者
の
中
に
久
し
く
浴
治

し
て
熱
に
慣
れ
た
る
者
頭
目
と
な

る
。（
略
）」
と
書
い
て
お
り
、
温
泉

の
温
度
が
高
く
一
斉
に
入
浴
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
に
発
行

さ
れ
た
『
草
津
温
泉
』（
萩
原
秋
水

　

は
ぎ
わ
ら
し
ゅ
う
す
い
）
に
は

「
熱
の
湯
は
三
層
あ
り
、
第
一
槽
最

も
熱
く
て
百
四
十
五
度
（
注
：
当
時

は
華
氏
な
の
で
、現
在
で
は
約
62
℃
）、

第
二
槽
こ
れ
に
次
ぎ
て
百
四
十
度

（
約
60
℃
）、
熱
冷
め
て
百
二
十
度

（
約
48
℃
）
な
い
し
百
二
十
二
度

（
49
℃
）
と
な
り
（
略
）」
と
あ
り
、

こ
こ
で
も
温
泉
の
温
度
が
熱
い
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

【
時
間
湯
が
始
ま
る
】

　

熱
湯
で
時
に
は
死
者
さ
え
も
出

て
し
ま
う
熱
の
湯
の
温
泉
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
、
水
で
薄
め

る
こ
と
な
く
温
泉
を
長
い
板
に

よ
っ
て
か
き
混
ぜ
温
度
を
冷
ま
し
、

隊
長
（
の
ち
に
湯
長
）
と
呼
ば
れ

た
リ
ー
ダ
ー
の
元
で
集
団
入
浴
す

る
方
法
が
明
治
12
、
13
年
頃
か
ら

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
す
。
越
後
か

ら
来
た
野
島
小
八
郎
と
い
う
人
が

こ
の
時
間
湯
を
発
展
さ
せ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
島
は
明
治

21
（
１
８
８
８
）
年
役
場
か
ら
熱

の
湯
管
理
人
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
以
降
他
の
共
同
浴
場
に
も
時

間
湯
は
拡
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
熱
の
湯
の
建
物
と
看
板
】

　

野
島
小
八
郎
が
活
躍
し
た
頃
、

熱
の
湯
は
建
て
替
え
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
（
明
治
中
頃
）。
そ
れ

以
前
の
建
物
は
写
真
等
も
残
っ
て

お
ら
ず
、
絵
図
な
ど
で
確
認
す
る

程
度
で
す
。

　

昭
和
11
（
１
９
３
６
）
年
、
熱

の
湯
の
建
物
の
大
改
築
が
行
わ
れ

ま
す
。
当
時
の
町
予
算
で
８
，
２

０
０
円
を
充
て
て
い
ま
す
。
同
時

に
松
の
湯
、
地
蔵
の
湯
も
各
５
，

０
０
０
円
の
予
算
で
改
築
し
て
い

ま
す
（
当
時
１
，
９
０
０
円
で
国

産
自
動
車
が
１
台
買
え
ま
し
た
）。

ガ
ラ
ス
戸
が
は
め
ら
れ
、
瓦
ぶ
き

で
し
た
。
こ
の
屋
根
瓦
は
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
頃
ト
タ
ン
に
変
わ

り
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
43
（
１
９

６
８
）
年
、
現
在
の
見
慣
れ
た
熱

の
湯
に
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
熱
の
湯
を
知
る
に
は

昔
の
写
真
を
見
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
温
泉
資
料
館
に
は

２
枚
の
熱
の
湯
の
看
板
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
枚
は
「
熱
廼
湯

（
ね
つ
の
ゆ
）」
と
あ
り
、
左
側
に

「
茨
城
県
人
」「
広
瀬　

山
内
」
と
書

い
て
あ
り
ま
す
（
写
真
①
）。
こ
れ

は
明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
茨
城

県
の
高
濱
町
と
石
岡
町
（
現
在
の

石
岡
市
）
の
広
瀬
慶
之
助
と
山
内

房
吉
が
寄
贈
し
た
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
浴
客
と

し
て
来
草
し
、
熱
の
湯
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
と
し
て
寄
贈
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
枚
も
「
熱
廼
湯
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
（
写
真
②
）。
こ
れ

は
、
昭
和
11
年
の
大
改
築
の
際
、

12
月
に
竣
工
し
た
時
に
掛
け
ら
れ

て
い
た
も
の
で
す
。
当
時
の
神
林

二
平
町
長
や
建
設
に
携
わ
っ
た
人

た
ち
の
名
前
が
裏
面
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
役
場
の
倉
庫
に

は
年
代
の
不
明
な
「
熱
乃
湯
」
の

看
板
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真

③
）
ま
た
、
現
在
の
「
熱
の
湯
」
に

も
「
熱
廼
湯
」
と
記
さ
れ
た
看
板

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
年
代
な
ど
の
確
認
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
共
同
浴
場
の
中

で
も
看
板
が
４
枚
も
残
さ
れ
て
い

る
浴
場
は
た
い
へ
ん
珍
し
い
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。
資
料
館
に
は
こ

の
ほ
か
「
千
代
の
湯
」
の
看
板
も

残
っ
て
い
ま
す
。

【
い
つ
ま
で
時
間
湯
を
行
っ
て
い
た
か
】

　

熱
の
湯
で
い
つ
ま
で
時
間
湯
を

行
っ
て
い
た
か
が
は
っ
き
り
分
か

り
ま
せ
ん
。
昭
和
23
（
１
９
４
８
）

年
に
発
行
さ
れ
た
「
草
津
温
泉
史
」

（
萩
原
進
）
ｐ
１
３
１
〜
ｐ
１
３
４

に
は
「
こ
の
湯
は
現
在
で
も
時
間

湯
と
し
て
名
高
い
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
こ
の
本
の
発
行
さ
れ
た
当

時
は
、
時
間
湯
会
場
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
『
国
立
高
原　

草
津
高
原
』（
草
津

温
泉
観
光
協
会　

１
９
５
７
）
に

は
「
草
津
温
泉
に
は
時
間
を
き
め

て
集
団
で
入
浴
す
る
時
間
湯
と
い

う
入
浴
法
が
あ
り
、
鷲
の
湯
、
地

蔵
の
湯
、
白
旗
の
湯
と
呼
ば
れ
る

浴
場
が
あ
る
。（
略
）」と
あ
り
ま
す
。

巻
末
地
図
に
は
熱
の
湯
の
記
述
が

あ
り
ま
す
が
、
熱
の
湯
が
時
間
湯

だ
っ
た
か
シ
ョ
ー
の
施
設
か
の
記

述
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
昭
和

35
（
１
９
６
０
）
年
に
熱
の
湯
は

湯
も
み
シ
ョ
ー
の
会
場
に
な
っ
た

こ
と
が
複
数
の
文
献
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。「
熱
の
湯
に
て
湯
も
み

シ
ョ
ー
始
ま
る
」（『
草
津
温
泉
誌
第

弐
巻
』
年
表
ｐ
５
４
５
）、「
昭
和
35

年
か
ら
観
光
協
会
主
催
の
シ
ョ
ー

と
し
て
の
湯
も
み
が
仲
町
の
熱
の

湯
で
行
わ
れ
、
料
金
を
徴
収
し
て

…
」（『
草
津
躍
進
誌
』
１
９
６
２　

ｐ
１
２
３
）
と
あ
る
も
の
の
、
時

間
湯
や
共
同
浴
場
が
廃
止
さ
れ
た

と
い
う
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
９
月
、

現
在
の
熱
の
湯
の
建
物
が
竣
工
し

ま
す
。
同
年
11
月
に
は
「
明
治
１

０
０
年
記
念
祭
が
熱
の
湯
で
開
催
」

（『
草
津
温
泉
誌
第
弐
巻
』
ｐ
５
４

７
）、
姉
妹
都
市
の
ド
イ
ツ
（
当
時

は
西
ド
イ
ツ
）、
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ

ム
市
か
ら
も
市
長
が
来
草
し
て
い

ま
す
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
頃
か
ら

完
全
に
「
観
光
湯
も
み
シ
ョ
ー
の

場
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
り
（
後

略
）」（『
草
津
温
泉
誌
弐
巻
』
ｐ
３

７
１
）
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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　２月23日（日）に第32回群馬県小学生新人バレーボール大会が高崎市箕郷町「箕郷さわやか交
流館」で開催され、草津ジュニアバレーボールクラブは北毛地区１位代表として出場しました。
　対戦相手である金古南ジュニアとの結果はセットカウント２－１でみごと勝利をおさめ、県

大会ベスト８まで勝ち進むことができました。
　この大会は、群馬県内の小学生バレーボール選手の親
睦と競技の楽しさを体験させるとともにスポーツの普及、
振興に寄与することを目的とし、５年生を中心とした新
チームで挑む初めての大会でした。今後も選手の活躍に
期待したいと思います。

　

３
月
２
日（
日
）に
ぐ
ん
ま
武
道
館
大
道
場
に
て
55
道
場
、

総
勢
６
５
５
名
が
参
加
し
標
記
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

草
津
町
か
ら
は
14
名
の
選
手
が
参
加
し
、
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
の
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　３月２日（日）、東吾妻町立原町小学校体育館にて行われた大会結果をお知らせします。
　日頃の練習結果を存分に発
揮し、好成績を残すことが出
来ましたので、お知らせすると
ともに今後も町民みなさまの応
援をよろしくお願いします。

T
op
ics

ト
ピ
ッッ
ク
ス

み
な
さ
ん
の
活
躍
を
お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

み
な
さ
ん
の
活
躍
を
お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

堂々と会場入りする選手たち

左から、片野樹、宮崎武好、安齊うらら、三上
浩志、市川汰樹

後列左から、片野樹、宮崎武好、宮崎久美、安
齊うらら、勅使川原麻友、三上浩志、市川汰樹、
市川洸樹
前列左から、片野響、田村匠

〈草津ジュニアバレーボールクラブ選手〉
堀田裕暉・渡邉貴裕・冨岡拓翔・川島冬也・佐藤凛斗
市川裕翔・仲沢嘉徳・内堀　匠・渡邉陽貴・矢野蒼真
佐藤伊吹・内堀　樹

【
第
25
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
小
学
生
柔
道
交
流
大
会　

結
果
】

１
年
男
子
中
量
級　
　

第
３
位　

髙
橋　

桜
汰

３
年
女
子
軽
量
級　
　

優　

勝　

小
林　

愛
佳

４
年
女
子
中
量
級　
　

優　

勝　

長
岡　

采
枝

５
年
男
子
軽
量
級　
　

第
３
位　

本
多　

夏
葵

　
　
　
　

軽
重
量
級　

第
３
位　

髙
橋　

大
和

　
　
　
　

重
量
級　
　

準
優
勝　

両
川　

健
介

６
年
男
子
中
量
級　
　

優　

勝　

朝
倉
ジ
ョ
ー
ジ

【
第
34
回
全
国
少
年
柔
道
大
会　

群
馬
県
予
選　

結
果
】

優　

勝　

佐
藤
道
場
（
高
崎
）
全
国
出
場

準
優
勝　

大
胡
柔
道
（
前
橋
）

第
３
位　

草
津
練
心
館
（
吾
妻
）

第
３
位　

Ｍ
Ｄ
柔
道
（
高
崎
）

草
津
町
出
場
選
手　

先　

鋒　

長
岡　

采
枝

　
　
　
　
　
　
　
　

次　

鋒　

前
間
康
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

堅　

本
多　

夏
葵

　
　
　
　
　
　
　
　

副　

将　

髙
橋　

大
和

　
　
　
　
　
　
　
　

大　

将　

両
川　

健
介

草津町剣道スポーツ少年団
◆団体戦　　優　勝
　先　鋒：三上　浩志（５年）
　次　鋒：安齊うらら（６年）
　中　堅：宮崎　武好（４年）
　副　将：片野　　樹（３年）
　大　将：市川　汰樹（４年）

第25回群馬県スポーツ少年団
小学生柔道交流大会

第34回全国少年柔道大会
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　設立100周年を迎えた草津スキー倶楽部（市川信雄会

長　山口芳雄理事）はスキー競技をとおして、スポーツ

で培った様々な経験を糧に、人材育成を行うという目的

のもと様々な活動を展開しています。

　今回は、草津小学校のスキー記録会で最優秀成績をお

さめた児童をたたえる記念カップを寄贈しました。対象

となった児童はアルペン（大回転）、クロカン（クラシカ

ル）、ジャンプ競技の参加者で最優秀成績をおさめた学年

を問わない男女各１名です。

　記念カップは、設立100周年を機に本年度を新たなス

タートとして、草津小学校の校内スキー記録会の伝統と歴

史を継承し続けてほしいという願いと、世界に羽ばたくこ

とのできる優秀な人材の育成のために少しでも役立てて

ほしいという希望のもと、事業計画を行いました。今回の

事業が、児童たちの今後のスキー競技や学校生活に対す

る向上心を育むきっかけになることを願っています。

　100年、１世紀という時が流れ、時代が変わりスキーを取り巻く環境は一変しましたが、我々スキーヤーに
とっていつの時代にあっても変わらない夢があったはずです。
　「誰よりも速く滑りたい、あそこで誰よりも遠くへジャンプしたい、あの新雪に誰よりも先にシュプールを
刻みたい」そんな単純な気持ちを基に我々はスキーに対する夢を育んできたと思います。そして、生まれ育っ
たスキーのあるこの町が好きで、この町の人が好きで、この町で暮らしています。
　今こそ原点に帰り、先輩の方々が築き上げてきた伝統と歴史に感謝し、大切な仲間と力を合わせ草津のスキー
を未来へと継承するべく努力します。
　最後になりましたが、志を同じくする皆様のご理解とご協力に心より感謝申し上げます。

【平成25年度　校内スキー大会　最優秀賞】
アルペン男子　最優秀賞　６年　佐藤　健矢

アルペン女子　最優秀賞　６年　青木　比那

クロカン男子　最優秀賞　６年　平川　　遼

クロカン女子　最優秀賞　５年　小林　　花

ジャンプ男子　最優秀賞　６年　佐藤　健矢

ジャンプ女子　最優秀賞　６年　重田　　風

草津スキー倶楽部　100周年を迎えたことに寄せて
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★
副
団
長
賞

　

６
年
竹
組　

干
川　

未
来

★団長賞
　６年竹組　重田　　風

★
副
団
長
賞

　

５
年
竹
組　

浅
見　

依
里

草津町消防団
主　催

小
学
校
防
火
防
災
絵
画

小
学
校
防
火
防
災
絵
画

中
学
校
防
火
防
災
標
語

中
学
校
防
火
防
災
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者
発
表

団
長
賞
、
副
団
長
賞
作
品
は
絵
画
も
紹
介
し
ま
す
。

★
最
優
秀
賞

１
年
松
組　

大
野　

玲
良

２
年
松
組　

菊
池　
　

奨

３
年
竹
組　

佐
藤　

希
咲

４
年
松
組　

市
川　

裕
翔

５
年
松
組　

小
林　
　

花

６
年
松
組　

樋
渡　

美
咲

★
優
秀
賞

１
年
竹
組　

関
口　

悠
太

１
年
竹
組　

関　

衣
織
菜

１
年
松
組　

白
井　

ね
々

２
年
松
組　

山
本
結
衣
里

２
年
竹
組　

大
場　

美
佑

２
年
松
組　

宮
崎　

未
歩

３
年
松
組　

濱
口　

愛
奈

３
年
竹
組　

齋
藤　

愛
里

３
年
竹
組　

矢
野　

蒼
真

４
年
松
組　

大
場　

祐
飛

４
年
竹
組　

西
牧　

愛
麻

４
年
竹
組　

篠
原　

颯
哉

５
年
松
組　

幾
島　

岳
土

５
年
竹
組　

大
嶋
美
有
樹

５
年
竹
組　

榎
並　

莉
子

６
年
松
組　

大
場　

暖
音

６
年
竹
組　

冨
岡　

真
哉

６
年
竹
組　

浅
見　

侑
里

★
佳
作

１
年
松
組　

滝
澤　

凌
久

１
年
松
組　

古
舘
勝
之
佑

１
年
松
組　

白
鳥　

月
華

１
年
竹
組　

小
林
明
香
里

１
年
竹
組　

小
林　

夏
鈴

１
年
竹
組　

山
本
萌
亜
名

２
年
松
組　

割
田　

理
久

２
年
松
組　

佐
藤
志
英
瑠

２
年
竹
組　

中
澤　

啓
人

２
年
竹
組　

村
田　

夕
夏

２
年
竹
組　

板
垣　
　

心

２
年
竹
組　

和
田　

星
空

３
年
松
組　

渡
邉　

陽
貴

３
年
松
組　

大
竹　

礼
菜

３
年
松
組　

野
村　

愛
美

３
年
松
組　

小
林　

音
葉

３
年
竹
組　

黒
岩　
　

希

３
年
竹
組　

宮
﨑　
　

悠

４
年
松
組　

宮
﨑　

天
音

４
年
松
組　

樋
渡　

美
琴

４
年
松
組　

長
岡　

采
枝

４
年
竹
組　

古
舘
あ
か
り

４
年
竹
組　

小
田　

心
暖

４
年
竹
組　

反
町
み
ど
り

５
年
松
組　

横
山　

千
畝

５
年
松
組　

田
原　

光
留

５
年
松
組　

市
村　

望
華

５
年
竹
組　

黒
岩
宗
一
郎

５
年
竹
組　

神
林　

香
凜

６
年
松
組　

佐
藤　

健
矢

６
年
松
組　

青
木　

比
那

６
年
松
組　

中
村　

未
来

６
年
松
組　

萩
原
加
奈
子

※
学
年
に
つ
い
て
は
平
成
26
年

３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

★団長賞 ３年Ａ組 市川りさ 火の確認　自分で守る　自分の命
★副団長賞　３年Ｂ組　加藤亜弓　　消したよね？　再確認を　習慣に
　　　　　　２年Ａ組　宮﨑朱里　　災害時　正しい避難　たすかる命
★最優秀賞　１年Ｂ組　浅野初音　　忘れずに　日々の備えと　心がけ
　　　　　　２年Ｂ組　安齋志桜里　火のしまつ　一人ひとりが　消防団員
　　　　　　３年Ｂ組　小林健二　　火を見たら　まず落ち着いて　119！
★優秀賞　　１年Ｂ組　桑原竜矢　　消したでしょ　そんなゆだんが　命取り
　　　　　　１年Ｂ組　小野詩織　　助け合う　みんなの命　みんなの街
　　　　　　１年Ｂ組　湯本健生　　その炎　消すまであなたの　責任だ
　　　　　　２年Ａ組　吉川尚輝　　地震だ！火事だ！起こる前の　備えが大事
　　　　　　２年Ｂ組　本多遥香　　家出る前　火もとを確認　わが家のルール
　　　　　　３年Ａ組　宮﨑真由　　思いこみ　一つの命　無くすもと
　　　　　　３年Ａ組　田中　誠　　落ちつこう　みんなの命を　守るため
　　　　　　３年Ｂ組　政次麗奈　　「消したっけ？」不安になったら　すぐ確認
★佳　作　　１年Ａ組　宮崎久美　　消したかな？この確認で　あなたの命　救われます
　　　　　　１年Ａ組　松本莉子　　火事・火災　それは命を　うばうもの
　　　　　　１年Ａ組　清水里穂　　「一確認」それで防げる　火事・火災
　　　　　　１年Ａ組　松田力也　　すぐ消すよ　みんなを守る　合言葉
　　　　　　１年Ａ組　藤重穂香　　「平気だよ」　確かめてから　でかけよう
　　　　　　１年Ｂ組　久々江涼花　火事のもと　家族一人一人が　責任者
　　　　　　２年Ａ組　榎並里彩子　キレイな火　見のがさないで　裏の顔
　　　　　　２年Ａ組　小林柚生　　災害は　いつでもどこでも　起こること
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大切なのは　事前の準備
　　　　　　２年Ａ組　橘髙嘉紀　　見逃すな　守れるいのち　すぐそこに
　　　　　　２年Ｂ組　黒岩幸暉　　確認を　あなたの命　消えないように
　　　　　　２年Ｂ組　平川裕也　　あなたの火　敵か味方か　行動しだい
　　　　　　２年Ｂ組　山﨑夢斗　　気をつける　その一言で　救われる
　　　　　　３年Ａ組　小田柿遥香　火事から守ろう　大切な思い出　大切な命
　　　　　　３年Ａ組　髙原　泉　　たぶん消した…たぶんを変えよう　「絶対」に
　　　　　　３年Ｂ組　仲沢妃羅　　疑って　「多分消した」の　その言葉
　　　　　　３年Ｂ組　設楽夏生　　火事・火災　油断は禁物　再確認
　　　　　　※学年については平成26年３月時点のものです。

中
学
校
防
火
防
災
標
語

小
学
校
防
火
防
災
絵
画

た
く
さ
ん
の
応
募
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

年
竹
組

干
川

未
来

年
竹
組

浅
見

依
里

★団長賞
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４月号
夕
空
に
カ
ラ
ス
群
れ
な
し
飛
び
去
り
ぬ「
七
つ
の
子
」待
つ
か
山
を
目
指
し
て

 

青　

木　

ヨ
リ
子

　

カ
ラ
ス
が
群
を
成
し
て
飛
ん
で
行
く
姿
を
目
に
し「
塒

ね
ぐ
ら
」は
ど
こ
な
ん
だ
ろ
う
と
、

夕
空
を
見
上
げ
ま
し
た
。

　草津町では『少年の日』の活動として、５月から10月までの毎月第一金曜日

（一部変更の可能性あり）の朝６時から各地区において、青少年育成推進員の

方々に中心となっていただき、子どもたちとともに30分間程度の美化活動を

行っております。

　小・中学校・保護者をはじめ地域の方々にご協力をいただき実施されていま

すが、教育的な配慮だけではなく、ゴミの無い町を目指すこ

とで、子どもたちに環境に対する意識をもたせる良い機会で

もありますので、これからもこの取組みが継続して実施でき

るよう地域の皆様もぜひご協力をお願いいたします。

　尚、本年度の実施予定は決定次第お知らせいたします。

　３月９日（日）中之条小学校体育館において第19

回吾妻郡ミニバスケットボール大会《中之条ロータ

リークラブ杯》が開催されました。草津町は、放課

後子ども教室の一環としてミニバスケットボール教

室が行われていますが、そのメンバー（小学校高学

年の男女　23名）が大会へ参加しました。

　大会は10チームのトーナメント方式で行われ、草

津小チームは残念ながら１回戦敗退でしたが、下位

決定戦では見事勝利を収めることができました。日

頃の練習の成果が発揮できず、残念な結果となって

しまいましたが、全員が楽しそうにプレーをしてい

ました。

　教育活動サポーターの早川さん、小学校 石塚先生、

ボランティアの田村さんにお世話になりました。怪

我もなく、無事に大会を終了することができました。

　本当にありがとうございました。

　参加された選手の皆さん

　　　　　　大変お疲れ様でした。

吾妻郡ミニバスケットボール大会吾妻郡ミニバスケットボール大会

「少年の日」「少年の日」
早朝美化活動が始まります！早朝美化活動が始まります！

「少年の日」「少年の日」
早朝美化活動が始まります！早朝美化活動が始まります！
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科日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

４月13日
（日）

中之条町
しまだ医院
（76）3435

嬬恋村
嬬恋村診療所
（97）3020

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

４月20日
（日）

東吾妻町
小池医院

（67）2030

長野原町
櫻井医院

（82）3999

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

４月27日
（日）

中之条町
田島病院

（75）3350

草津町
草津こまくさ病院
（88）4321

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

４月29日
（火）
昭和の日

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3055

長野原町
長野原診療所
（85）2259

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

✚４月当番医予定表

・軽自動車税 全期
・介護保険料 １期

 納期限　平成26年４月30日㈬

今月の納税

★バザーの日
おもちゃ・衣類の寄付をたくさ
んいただきました。毎月行うバ
ザーの日は5点100円でお譲り
しています。お子様に合った衣
類・グッズが見つかるはず是非
おこしください。

◆問い合わせ先
　草津町社会福祉協議会
　TEL.88－1050

すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください

【開館時間】　月・水・金　12:00～17:00
　　　　　　火・木　　　10:00～16:00
　　　　　　土・日・祝祭日　休館
【場所】いきいきプラザ草津（保健福祉センター内）
◆対象…乳幼児（0～3歳児中心）とその保護者や妊娠中の方

上記の内容は変更になる場合があります

掲載を希望されない方は届け出の際
お申し出ください。

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お誕生おめでとう
※敬称略

地　区 氏　名 保護者

磯
いそ

野
の

桃
とう

李
り

中
なか

島
じま

愛
あい

斗
と

中
なか

島
じま

連
れん

斗
と

宮
みや

　嵜
ざき

　結
ゆいいちろう

一朗

小
こ

林
ばやし

正
まさ

樹
き

山
やま

口
ぐち

真
ま

緒
お

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年

木
きの

下
した

　博
ひろ

道
みち

80

上
かみ

村
むら

　和
かず

子
こ

87

湯
ゆ

本
もと

　利
り

一
いち

82

山
やま

田
だ

　武
ぶ

平
へい

78

滝
たき

沢
ざわ

　雅
まさ

雄
お

81

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
４月（１日から30日）

月曜／何をどのように食べるか
火曜／咀嚼のすすめ
水曜／健康食品は有効か
木曜／お酒の一気飲みはやめよう！
金曜／こどものアトピー
土・日曜／大人のニキビ

☆直接相談タイム（医師対応）
17日（歯科）
午後７時30分～午後９時まで
※トラブル防止のため、お名前と
　電話番号をお伺いします。

平成26年４月～５月　予定表
月 火 水 木 金

４月14日 15 16 17 18
自由ひろば 10:30～11:30

★ 子育て講座～
「しつけ」てなあに？
（参加費200円）
お茶・お菓子付き

自由ひろば 14:00～15:00
★ママ＆マタニティヨガ
（参加費200円）

自由ひろば

21 22 23 24 25
自由ひろば 10:30～12:30

★ 子どもに優しい石けん
のお話(生協主催）

自由ひろば 10:30～12:00
★簡単おやつ作り
★ミニ焼ドーナツ★

自由ひろば

28 29 30 ５月１日 ２
自由ひろば 昭和の日

休館日
自由ひろば 10:30～14:00

★バザーの日
自由ひろば

５ ６ ７ ８ ９
こどもの日
休館日

振替休日
休館日

自由ひろば 10:30～12:30
★ママ＆プレママcafé
（参加費200円）

自由ひろば

12 13 14 15 16
自由ひろば 10:30～12:30

★子育て講座～
「やってよいこと～」
（参加費200円）
13:00～
★歯科衛生士によるお口の話
（参加費200円）

自由ひろば 11:00～11:30
★紙芝居の日
13:00
★シャボン玉遊び

自由ひろば

吾妻郡医師会ホームページにて最新の当番医表をご覧いただけます。
http://agatsuma.gunma.med.or.jp/resident_001.html

※地区、保護者については印刷版の広報に掲載してあります
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タウンデータ

人口・世帯数
（26年４月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,388人
6,887人

72人
57人

女
世　帯

3,499人
3,454世帯

入り込み客数
（平成26年２月分）

合　計

宿　泊

日帰り

163,822人　（82.66%）

99,614人　（83.73%）

64,208人（81.05%）
（　）前年対比

編集ミニ後記
手塩に掛けて育てた「いでゆ」が無事に発行日を迎えると、ほっとした気持ちになります。
毎月携わった編集業務も今回が最後。今月号をもって新たな編集担当にバトンタッチします。
作り手の個性が感じられるのも「いでゆ」のおもしろい一面です。今後もよろしくお願いいたします。

日 月 火 水 木 金 土
行事の実施場所及び問合せ先
◆○保 …保健センター　℡88－5797
◆○図 …図　書　館　　℡88－7190
◆○総 …総　務　課　　℡88－0001
◆○教 …教育委員会　　℡88－0005

11 12
・広報いでゆ

　４月号発行日

13 14 15 16 17 18 19
・育児教室「すまいる」

　（9:30～）○保
・機能訓練（9:00～）、

・健康相談（13:30～）

　○保

・日本脳炎①

・ヒブ・小児肺炎球菌

　（13:30～）

・おはなし会
　（11:00～）○図

20 21 22 23 24 25 26
・ツール.ド.草津○ツ ・機能訓練（9:00～）

・乳児健診（13：30～）

　○保
・中学校授業参観

・乳児相談

　（10:00～）○保
・志賀草津高原ルート

開通（10:00～）

・人権相談・行政相談

　（10:30～14:30）○総
・小学校授業参観

27 28 29 30 5/1 2 3
昭和の日 憲法記念日

4 5 6 7 8 9 10
みどりの日 こどもの日 振替休日 ・機能訓練

　（9:00～）○保
・広報いでゆ

　５月号発行日

◆○ツ …ツール.ド.草津事務局
　　　℡88－5468

「わが家のアイドル」は
印刷版の広報に掲載してあります

Ⓡ

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・福祉課  88-7189
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-7193　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050
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町
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本
多
銀
造
氏
書

４月の
行事予定表

　ようやく暖かい陽ざしが感じられる

ようになりました。桜の便りの次はま

ぶしい新緑が待ち遠しくなりますね。


